
〈中学校数学部会〉

研 究 の主題 ・副題

『数学的な見方や考え方』を育成する指導の充実一図形の指導を通 して一

研 究 の概 要

学 習指 導 要領 の 「図形」に着 目し、「数 学的 な 見方 や 考 え方 」を育成 す るため の指導 方法 の改

善 に取 り組 ん だ。教 材 の開発 にお いては 、第1学 年 の 平面 図 形 、空 間図形 を取 り上 げたe

図 形領 域 で は、観 察や 実験 な どを通 して 、数学 的 な見 方 や考 え方 を育成 し、数 学的 な見 方や

考 え方 の よ さを感 得 させ るこ とが大 切で あ る。第1学 年 の 「図形 」で は、対 称性 に着 目 し、図

形 を とらえた り、作 図 を通 して そ の意味 を理解す る こ とが 目標 で ある。 空間 図形 では 、平 面が

移 動 した 図形 として と らえた り、辺 と辺 の位 置関係 な ど構 成要 素 に着 目 して と らえた りす る.

本 研 究 では 、操作 活動 を通 して 、作 図の意 味を活 用場 面 で 強化 し、作 図の必要感 を高 めた り、

日常 性 との関連付 けを図 るな どの工 夫 を試み た。 空 問 図形 で は、 ゲー ム を活 用 し、グルー プで

の 協 同 的 な活動 を通 して 、空 間図形 を数 学的 に考 察す る場 面 を導 入 した。

1研 究 の 目 的

1個 に応 じた指導や 習熟 の程 度 に応 じた指 導の工夫 ・改 善 を図 り、生徒一 人一 人の 「数 学 的

な 見方 や 考 え方」 を伸 ばす実 践研 究 を行 う。

2r数 学 的 な見方 や考 え方」 の よさを知 り、それ らを進 ん で活用 しよ うとす る態度 を育 て る

補 充的 な学習 や発 展的 な学習 の教 材 開発及 び指 導方 法 の 工夫 を行 う。

皿 研 究 の 方 法

生徒 に 「数 学的 な見方 や考 え方 」 の よさ を感 得 させ る指導 を行 うに は、興 味 ・関心 を 高 め

る こ とが で き る教 材 の開発 、槻 察や操 作 な どを活 用 した 学習 場 面 を設定 す る ことが 必要 で あ

る。また 、個 に応 じる指 導 では、習熟 度別少 人数指 導や テ ィー ムテ ィー チ ングの活用 に加 え、

指 導 のね らいや評 価 の概 点の具 体化 が必 要で ある。 これ らの こ とを踏 ま え、 教材 の班 究 開発

を行 った。

1教 材 の工 夫

本研 究で は、既 習 事項 を活用 し、 日常生活 との関 連付 け を図 る こ とが でき るものを取 り上

げた 。 また、生徒 が 自分 の考 え を振 り返 り、確 か めな が ら思 考 を進 め られ るよ う、一人 一人

に教 材 を準備 した。操 作活動 で は、手元 に あ る教材 を も とに作 業 を通 して確 か め るこ とが で

きる よ うに工夫 した。

2学 習形態 の工 夫

生 徒 の 多様 な見方 や 考え方 を 引 き出 し伸 ばす た め に、 テ ィー ムテ ィー チ ングを活用 し、個

に応 じた指 導 を行 った。 ま た、個 人の 思考揚 面 とグル ー プ で の協 同的 な学習 を活 用 した。 ま

とめ の場面 では、 生徒 の意 見交換 を積極 的 に行わせ た.他 の生 徒 の発 表 か ら、多様 な考 え方

に触 れ る場 を設 け、 自らの 考 えを振 り返 りなが ら数 学 的 な 見方 や考 え方 の よ さを知 り、そ れ

らを進 ん で活 用 しよ うとす る態 度 を育成す る工夫 を行 った 、

3机 間 指 導 の工 夫

生徒 一 人 一人 の学 習の状 況 に応 じるた め に、机 間指 導 で の助 言 の観 点 を具 体化 した。 そ の
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た め に、学 習 を補 充す るため の発 問 と生徒 が多様 な 考 えがで き る よ うな 内容 を準備 した。

以 上 の三 っの観 点か ら、一 回 目に平面 図形 、二 回 目に は空 間図形 で の検 証授 業 を突 施 した。

4評 価 の観 点の具 体 化

平面 図形 の指導 で は、基 本 的 な作 図の評 価規準 の 具体 例 として 次 の よ うに示 され て い る.

敏 学への 関心 ・意欲 ・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現 ・処理 数 量 図形 な どにつ い て の

知職 ・理解

【基本的 な作 図】

・角 の二等分線 な どの 「作 ・角の二等分な どの 「作図」 ・「作 図 」 の 方 法 で 、 角 の ・測定に頼 らずに図形 をか

図 」に関心を もち、対称性 の方法 を、対称性 に着目L 二 等分綿、円の接線 などを くf作 図」の意味 と方怯 を

に 着 目 して その 方 法 を考 て考 えるこ とができる。 作図す ることができ る. 理 解Lて いる。

え よ うとす る。 ・「作 図 」 した図形 が条件 ・「作図 」 の手 順 を説 明す ・角の二等分線 な どの 「作

・f作 図」 した囲形が 条件 に適す るもので あるか否 る と と が で き る. 図 」 の方 法 を理 解 して い

に 適 す るも ので あ るか否 か を娠 り返 って 考 え る こ る 。

か を 振 り返 っ て考 え よ う とがで きる。 ・円 の 半径 と接 線 との 関

と す る. 係 、弧 や弦 の意 味を理解 し

て い る 。

したが っ て、数 学的 な見方や 考 え方 をは ぐくむ授 業 では 、「対 称性 に着 目 し考 え る過 程 」や

「『作 図』した 図形 が条件 に適す る もので あ るか否 か を振 り返 って 考 え る過程 」を取 り入 れ る

こ とが 必要 であ る。 そ して評 価 の場 面 では 、対称 性 に着 目して考 えて い るか を 「同 じ長 さは

な い か」「同 じ角度 は ないか 」な どの発 問 を通 して 生徒 に想起 させ る場 を 取 り入 れ た。そ して 、

条件 を変化 させ る こ とに よ り、発展 へ と結 びつ けてい る.

同様 に空 間図形 では 、平 面 図形 上で の表 現の評価 規準 の 具体例 と して次 の よ うに示 され て

い る。

数学へ の関心 ・意欲 ・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現 ・処理 数 量 図形 な ど につ い て の

知識 ・理解

【空間図形 の平 面図形 上での表現 】

・空間図形 に闘心を もち . ・空間 図形の性質 を.見 取 ・見取図や 展開図を用いて ・見取図 と醍闘 図の意味や

観 察 、操作 や 実験 を通 し 図 や 展 開 図 を 目 的 に応 じ 空間図形 を表 した り、見敗 役割 を理解 してい る。

て、その性 質を調べ よ うと 用 いて調べ 、空聞図形 を平 図や展開図か ら空間図形

した り、展 閣図や見 取図 を 面図形に帰着 させ て考え や そ の 性 質 を説 み 取 っ た

用 いて平面 上に表 して 、考 る こと都で きる。 りす ることが できる。

え よ う と し た りす る 。

したが って、「空間 図形 の性質 を 平面 図形 に帰 着 させ て考 える過 程 」を取 り入 れ る こ とが必

要 で あ る。

本研 究 で は、空 間図形 の 平面 の形 、面 ・辺 ・頂点 な どの数 、上 か ら見た らど うな っ てい る

か な ど様 々 な方 向か ら空 間図 形 の概 形 を と らえ させ る揚 面 を設定 した。
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皿 研 究 の 内 容

1平 面図形

(1)本 指導の 目標

本指導は、平面図形の学習のま とめとして位置付ける。折 り紙を折る操作を通 して、折 り目の対称性

に着 目して観察・考察す ることに より、平面図形について直観的な見方や考え方を深め、論理的に考察す

る基礎を培う。

・折 り紙 と作図を関連付けて考える中で、数学への興味や関心を高める。(数 学への関心 ・意欲 ・態度)

・具体的な事象 を既習事項 と関連付 け、数学的に考察することができる。(数 学的な見方や考え方)

・角の二等分線や線分の垂直二等分線の作図を活用 し、紙鉄砲 を折るための設計図を作図す ることがで

きる。(数 学的な見方や 考え方、数学的な表現 ・処理)

※1

(2)本 指導の工夫

・折 り紙を活用 し紙鉄砲を折 る活動 を通 した導入 ∫

.グ ル_プ を活肌 た,TTに よる指導s

'癩 す る活動を通 して詩 徴や 噸 を見出す活動の設定 噛

・作図のま とめを通 して振 り返る活動の導入

(3)教 材及び教具

ア 折 り目作成用A4上 質紙

イB5上 質紙を貼 った色画用紙(X2)

ウ 折 り目提示用模造紙(Xl)

工 作業確認 用ワークシー ト(楽4)

オ 作図法確認用模造紙(X5一 ①、②、③)

力 自己評価 カー ド(楽6)

キ 透明シー ト(※1を かいたOHPシ ー ト)

一一1'、 く 一 一

:

:

↓

・、.踊
ノ

ヨ

イ課羅 諜2
つぶす

▽

翁 る

(4)本 時 の 指 導

第1時 の 目標

折 り 目の 線 分 に 着 目 し 、 そ の 特 徴(線 対 称 、 点 対 称 、角 の 二 等 分 線 、垂 直 二 等 分 線

な ど)に つ い て 考 察 し 、 既 習 の 作 図 の 方 法 で か く こ と が で き る.

第2時 の 目標

自分 の 作 図 し た 線 を 作 図 の 方 法 か ら 、 説 明 を す る こ とが で き る 。

O… 指 導 上 の 配 慮 事 項

● … 評価 の揚面で 「おおむね満足 できる」状況(B>と 判断できる規準

【第1時1

学習のねらい

課題の把握①

5分

学習 活動 ・T:主 な発 問 ・T1の 活動

紙鉄砲の設計図を作図 しよう。

(紙鉄砲を提示す る。)

T1:今 日は、この折 り目の線(設 計図)

を、今まで習って きた作図方法などを使

●評価、O配 慮事項 ・T2の 活動

O身 近なものから生徒に興味関心をもたせ

磨 メ
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課題の把握②

5分

課題の提示

3分

個人の思考

班での相互

学習

課題解決1

35分

ってかいてみ ます。

T1:今 まで学習 した作図には どのような

ものがあ ります か、

鉄砲 を作成 し、一人一つ教材を準備

させ る。(順 序 良く紙鉄砲の折 り方 を

説 明す る.)

折 り目の線 を観察 し、角や線の関係 を

えさせ る。(こ の折 り目の線 を作図 し

てみま しょう。〉

Tl:作 図す るには、い くつかのルールが

あ りました。 コンパスや定規 は、どんな

使い方をするのですか。

T1:は じめに 自分 で考 えてみ ま しょう。

Tl=困 った ら見本をよく見て、何か特徴

がないか、今 まで習った作図方法は使 え

ないかな ど考えてみて ください。

個 人の思考の後、班での意見交換の場

を設ける。

魎
TIl困 ったら見本をよく見て、何か特徴

がないか、今 まで習った作図方法は使 え

ないかな ど考えてみま しょう。

作図の進まない生徒に対 しては、次の

観点か ら助言をす る。

○既習事項を想起 させ、関連を考え させ る。

2の 役割 を明確 にする。

T2:紙 を配布…使用教材(ア)

OA4用 紙で折 り目を作成。作図にはB5用

紙 を使用。(折 り目見本を重ねて写 しとるの

をふせ ぐ)

T2=机 間指導で折れない生徒 を補助

O広 げた折 り目をなぞ らせて、作図すべき線

をはっき りさせ る.

T2:折 り目提示用模 造紙を黒板に貼る。

・・※1

O作 図の留意点を確認す る。

コンパス→等距離 を取 るための道具

定規→線を引くための道具。長 さや角度を

測 るものではない。

O自 力解決の時間をもたせる。

T2:考 えが進まない生徒へは、角の二等分

線や辺の垂直二等分線は どんなこ とができる

のかを聞き、助言す る。

O班 単位で個人の課題に取 り組ませ る。

・生徒間相互で教 え合 う
。

・他の生徒の考え方を学ぶ
。

どこから折 り始めたか。

この線 はどんな線ですか。

同 じ長 さの所はないか.

同 じ角度の所はないか。

わかる角度はないか。

T21作 図用の紙 を配布…巌2

B5

上質紙

・B5上 質紙は4隅 のみ 「剥がせるのり」で貼る
・色画用紙は3色 用意

1●数学的な見方や考え方1

折 り目の線分 と長方形の辺の位置関係 を観

察 し特徴 を発見す ることができる。(場 面に

よ り助言 を参考に して、作業を進め、完成 さ

せ るこ とができる。)

騨 』 し生'の'を し、記
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【第2時 】

課題の明確化

5分

課題振 り返 り

10分

T1:(角 の二等分線 、垂直二等分線以外

の作図方法を している生徒に)こ の線 は

どうやって作図 したのか、作図の根拠な

どを確かめる。

進んでいる生徒に対 しては、条件を付

けて、他 の方法を考え させ、思考がひ

角の二等分線を使わないで作図させる

垂直二等分線を使わないで作図させる

Tl=自 分の作図方法を発表 してもらいま

す。友だちの考えを聞いて 自分の考え と

比較 してみま しょ う。

Tl=作 図を していくと同 じ方法でかける

線がたくさんあった と思います。 この作

図に必要な線 は何種類あ りますか。

どの線とどの線が同じ仲間かを弁別さ

せる活動をとおして数学的な見方や考

え方を培う。

Tl;自 分の作図の方法やなぜそれでよい

か、理由を考 えてみま しょう。

折って紙鉄砲が完成するかに より、作図が正

しいか を確認す るが、OHPシ ー トをあて、

確認す ることなどもできる。

T21机 間指導 をし、完成 した生徒の作図 を

確認 し、角 の二等分線や辺の垂直二等分線 だ

けで作図で きないか とい う条件を付 け、他 の

方法に取 り組ませる。

T21

ワー ク

シー ト

を配布

・・※4

謄昌 富溢麓 奪電 ■ しτ 融 蘇弓,
闇 甲 菖 奮 転"

6謝『

・岬,

掃 1
暢
牌 …

引淘 馴

歯
曲
巳」

函 闘

鴫}御

翫
胃.

律
旧
輪

A ,艦,蒐1A ヰ

漆iき 父1

嘘 /＼ ….＼]
N

碗

＼.雑 、 月
一轟 手一み1

O振 り返 る活動をとお し、自らの考 え方 を整

理 させ、数 学的に表現 させ る。

①の作図怯確認模造紙(黒 板に貼る)

A

E

R1 HLU

M②

①

Q③

o

N P

D

G

BsjFKTC

②の作図法確認槙造紙(黒 板に貼る}
昌

A

E

8

D

G

C
E

ご 繭∠EOHの 二等分線 、,、'

A D

CB

'・ たて(AE}の 駆 二等頒 、
一'

③の作図方砲認摸造紙(黒 抜に貼る)

A

E

一

D

G

c

0

・∠OGDの 二等分線
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課題の解決皿

30分 ①の作図の方法か ら③の作図の方法まで、T21生 徒の発表 した方法を実演。

順 に発表 させ る。 ○あらかじめ多くの生徒が考える作図方法は

模造紙に記入(ま たはカー ドを用意)し てお

く。特別な考え方は追加 して記入す ることに

①から③までの作図の方法以外のものも より強調す る。

取 り上げ る。

●作図の方法 と理由を表現することができ

る。(表 現 ・処理)

作図の確認と T1:作 図が正 しくできたか どうかを作図

ま とめ した線の通 りに折ってみ て、確かめてく

5分 だ さい。

T1:評 価カー ドを配布 し生徒に自己評価

を させ る。

隈類 り返りシート集計結果】
A:と てもあてはまるB:あ てはまる

C:少 しあてはまるD:あ てはまらない

(2》自分だ1ナで見通しを立て設計図を晃成させることができまし
たか

4脇
24覧

ζ 熱i團
7　

40艶

【授 業後 の生徒の評価か ら】

1教 材の工夫について

この課題 に興味関心を示 した生徒 は全体の96%を 占めた。

2学 習形態の工夫について

ティームティーチ ングを活用 した指導では、机 間指導 の助

言の観点を明確化す ることに より、生徒一人一人に応 じた学

習が展開できた。特にグループでの学習では、他の生徒 を頼

る場面も見 られず、72%の 生徒が 自力で解決に向けて取 り

組むことができた。(少 しあてはまるも含 めると96%)

また、ま とめの場面では、 自分以外の作図の方法に関心を

もった生徒が92%に 及ぶ。

3机 間指導の工夫について

96%の 生徒に達成感 をもたせ、「作図の仕方が1種 類では

ないから、他のや り方を聞 くの もお もしろかった。」 とい う感

想があるな ど有効であることがわかる。

4評 価の観点の具体化について

指導 と評価の一体化 を図る上で、指導のねらい と評価 の観

点 とが一致す る必要がある。また、指導のね らいを達成す る

ためには、指導のね らいにあった学習過程を設定 し、その場

面で、評価を行 うことが大切である。特 に、評価の観点を学

習過程で明確に してお くことで、生徒の学習状況が とらえや

すか った といえる。

5数 学的な見方や考え方をは ぐくむ観点か ら

「線 の引き方がなかなか思いっかなく大変だったが、わか

った ときはすごくすっきりした。」「作図は、こんなふ うに使

えるんだと感心 した。」などの感想か らも思考過程は必ず しも

容易ではなかったが、達成感 を十分に得 るこ とができた生徒が多数を占めた。また、「いろいろな作図の方法
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か ら見ることができた。」 と回答 してい る生徒は76%に 及んだ。

6

(少 しあてはまるも含めると88%)

全体的な成果

・身近な題材 を用いたことによ り、生徒の興味を喚起する こ

とができ、生徒の集 中力 につながった。

・設計図が正 しくできたかを実際に紙 を折 ることによ り、生

徒 自身で確認 が出来た。

・生徒の進度に応 じて、2枚 目 ・3枚 目の課題を提示 したこ

とは、生徒の意欲的な活動 にっながった。

・角の二等分線や垂直二等分線による作図だけでな く
、図形

の特徴 を とらえて(△AEIが 直角二等辺三角形になることや紙面をはみだす と正方形など)作 図を進 める生

徒がお り、発展的な場面へ展 開できた。

2空 間図形

(1)本 指導の 目標

本指導は、空間図形が平面の移動な どによって構成 され ることを学習 した後の時間(6時/14時 間扱い)

に設定 し、空間図形を構成要素に着 目して、多様に とらえることを 目標 とす る。

・身 の回 りにある立体を観察や性質 による分類 などをとお し、その特徴 に関心をもとうとす る。

(数学への関心 ・意欲 ・態度)

・立体 を面、辺、頂点の数や面の形 に着 目して考察 し、その特徴を見出す ことができる。

(数学的な見方や考 え方)

・立体の特徴を、面、辺、頂点や面の形か ら表現す ることができる。(数 学的な表現 ・処理)

・柱体や錐体が、平面図形の移動で構成 されていることを理解できる。

(数量や図形な どにっいての知識 ・理解)

(2)本 時の指導の工夫

・空間図形を辺や面など構成要素に着 目しやすいような立体当てゲームの教材化

・グループを活用 したテ ィームテ ィーチングによる指導

・観察す る活動をとお して、特徴や 性質 を見出す活動ρ設定

・学習活動を振 り返 る場面の導入

・立体模型 の選択

(3)教 材及び教具

・立体模型

・各種 ワークシー ト (個人 シー ト、 フ ァイ ナル ア ンサ ーカ ー ド、 自己評価 カ ー ド、 ま とめ シー ト)

(4)本 時の指導

本時の 目標

○第1時

・身の回 りにある立体を観察や性質 による分類 などをとお し、その特徴に関心をもとうとす る。

・立体 を面、辺、頂点の数や面の形 に着 目して考察 し、その特徴を見出す ことができる。

O第2時(第1時 の後半 と同様 であるため展開は省略する)

・立体 の特徴を、面、辺 、頂点や面の形か ら表現することができる。
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学習の流れ

導入

5分

10分

ゲ ー ム の

説明

5分

作戦会議

10分

学習活動 と主な発問,T1の 活動 ●評価O配 慮事項T2の 活動

【課題1ど んな立体かを4つ の ヒン トでみんなに正解 させましょう。

TIl「 この立体を,名 前を言わないで友達に

知 らせるにはどの ように伝えたらいいで

しょうか。」

T1:「今日はこの立体 を決定 させるためのヒン

トを4つ 考えてもらいます。ただし,4

つめの ヒン トで この立体があたるように

するのが,こ れか らやるゲームの一番大

切な約束です。

(個人の活動)

↓
まず始めに,こ のシー トを使って一人

で4つ のヒン トを考えましょう。」

(グループでの意見交換をとお した活動)

グループで次の内容 を検討 させ,例 示す

る。

・4っ の ヒン ト

・ヒン トを出す順番

T1:班 に1つ ずつ袋に入った立体を配る。

班 の立体につ いて個人 で ヒン トを考 えさ

せ,そ の後グループでの意見交換を行わせ

る。

Tll「 今度はグループで,み んなの意見をも

とに4っ のヒン トとそのJi頂番を決めま

しよう、」

TIlfヒ ン ト①で考えられるすべての立体の

名称や見取 り図を書きま しょう。」

机問指導の助言 の観点

・面の形はどうですか。

・数えることができるものはないか。

・その立体の一番の特徴 は何か
。

・ヒン トにあてはまる他の立体はないか。

O立 方体をかざしながら平面と立体の区別を

再確認する.

O生 徒に発言させ,面 の形や辺の数などに気

付かせ る。

1個人シーFl

慰 妨体挽取り図 自分の考えたヒント

〆 講
'器

螂
」'㌔ キ

ジ

ヒ ン ト ヒ ン ト ヒ ン ト ヒ ン ト

T2:個 人 シー トを配布。

班 に1っ 立体 を配布。

ヒン トカー ド4枚 とマジVクを班に配布 。

O例 として成 り立っている班を選ぶ。

〈課題 の立体〉

円柱,円 錐台,正 八面体,正 四面体,直 方体,

正四角錘台の6種 類 を紙手提げ袋に入れ配布

する。

O名 前をロにしない,他 の班に見 られないよ

う注意させる。

ヒン トカー ド白4枚 と色画用紙B5を6枚 渡

す。

(数学への関心 ・意欲 ・態度)

●身のまわ りにある立体に関心をもち,そ れ

を観察 し,分 類,整 理 しようとする。

(数学的な見方や考え方)

● 立体を面 辺 頂点の数や面の形に着目し

て考察 し.そ の特徴を見いだすことができる。

(T2は 生徒の様子を観察 し,記 録する。)

O机 間指導をし,左 の槻点から助言する。4

っ 目のヒン トで必ず一つの立体に決定できる

かを確認す る。
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認

紛

露 TIfゲ ー ムを始 めるにあた って,班 内で発表

の分 担を して くだ さい。 説 明責任 者 ・タイ

ムキrA'・・一各1名 とヒン ト発 表者 ・図を貼 る

担 当者 です。」

Tlrで はゲーム を開始 します。O班 よ り出題

して 下 さい。班 員み んなで 協力 して進め

まし ょう。」

ヒン トが出されるごとにヒン トから想像

できる図形を解答シー トに記入させ,グ

ループの意見が一致 した ところでファイナ岬

囲一カードに記入 させ る。

ゲーム

13分

本 時 の ま

とめ と 自

己評価

ゲームの 実施。

(全部の班の答 えが出る)

Tl「 それでは出題 した班に,な ぜこの順にピ

ン トを出したのかを,ヒ ン ト①で思いっ

いた立体図形を黒板に貼 りだしなが ら説

説明 してもらいま しょう。」

ま とめシー トを活用 し,自 己評価 を行い,本

時について振 り返る。

[ま とめカ ー ド}
臨

ヒシト1 ヒシト2 ヒ》卜3 ヒ,卜4
o

翼

Oに する
ために

1班

2班

3斑

4班

5班

6班

各班 に解答用 シー ト配布。

[解答用シート〕

O万 イナ岬囲一カードは,わ かった段階で,前 に取

りに来て記入 し,裏 側で黒板に貼 らせる。

最初の班には,ゲ ームの流れがスムーズ に行

くよ うに,手 助けをする。

ス トップ ウオ ッチを教卓においてお く。

(知識 ・理解)

●柱体や錐体が,ど んな平面図形の運動で構

成 されていることを理解 し,こ とばや図など

を使って説明することができる。

●回転体の意味を理解 している,

O不 正解の班の意見に対 しては,ヒ ン トの所

で教師が簡単に触れて確認をする。

〔自己評価カー ド〕
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N研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究 の 成果

(ユ)教 材 の工夫 にっ い て

「図形 」にお け る 「数 学 的 な見方や 考 え方 」を生徒 に身 に付 け させ るた めに は 、身 近 で

具 体的 な事 象 の 中か ら生徒 が興 味や 関心 を もて る教 材 、概 察や操 作活 動 を通 して 自 らの

考 えを深 める こ との で き る教材 等 の研 究 開発 が重 要 であ る。 本研 究 では 、平面 図形 にお

いて は章 のま とめの段 階 で紙 鉄砲 の 折 り方 を辺 の垂 直 二等 分線や 角 の二等分 線 の作 図か

ら考 察す る時 間 を取 り入 れ た。 ま とめの段 階 で この よ うな時間 を導入 す る こ とは 、① 作

図の方 法 にっ いて の補 充 の場 として 有効 で あった。 ②作 図の意味 を 日常の事 象 の 中 に見

出す場 として、 多様 に、発展 的に考 える場 として有 効 で あった.

実際 に紙 鉄砲 を折 り、 それ を広げ る操作 を させ 、折 り目の線 の意味 を考察 す る活 動 を

取 り入 れた こ とは、 角 が 二等 分 され てい る こ とや 辺 が 二等分 され てい るこ とを実 感 しっ

っ 、他 の長 さや角 の 大 き さに着 目 した りす る広 が りを支援 した。

空 間図形 にお いて も、身近 で具体 的な教材 は、生 徒 の興味 関心 を高 め、思 考す る こ と

に集 中 させ る こ とが で き た。

(2)学 習形 態の 工夫 、机 間指 導 の 工夫 について

テ ィー ムテ ィーチ ング の有 効性 に加 え、机 問指導 で は 、教 師 の助 言 の観点 を具 体 的 に

記 述す る こ とに よ り、適 切 な指 導が で きた と考 える.平 面 図形で は、 一通 りの 作 図が で

きた生 徒 に 「辺 の二 等分 線 だ けで 作図 はで きないか 」「角 の二等分線 だ けで作 図 はで きな

いか 」「他 の うまい方 法 はな いか 」な ど段階 的 に問 いか け てい く中で生 徒の見 方や 考 え方

を多様 化 させ てい くこ とがで きた。

生徒 の意 見 交換 で は、全 生徒 が 自分の考 えを もち なが ら他 の生 徒 の考 えを聞 くこ とが

でき 、他 の考 え方 を積極 的に受 け入 れ、 見方 を広 げ る こ とがで きた。

空 聞図形 で は 、「図形 の特 徴や 性 質」を見抜 く活動 と して、グルー プで のr他 の グル ー

プに4つ 目で 当て させ るた めの ヒン トを出す 」とい う活動 を指導 過程 の中に取 り入 れ た 。

グル ープ で協 同 し作業 を進 め る 中で 、空 間図形 の もつ特 徴 を改 めて実感 した り、辺 や 面

な ど図形 の構成 要素 に着 目 し考察す る揚 と して有 劫 で あ った.辺 に着 目 した り、 面 の数

に着 目す る中で 、そ の 中に潜 む規則 性 を発 見す るな ど、 図形 を発 展的 に見 る態度 を培 う

場 と して 大切 と考 える。 また 、 グル ープ で作 業 を行 う中 で、 コミュニ ケー シ ョンを と り

なが ら、 自分 の 考 えを正 しく伝 え る場 として も有効 であ った。

(3)評 価 の観 点 の具 体化 につ い て

どの場面 で何 を評 価す るかは 、指 導 のね らい を どの よ うに学 習過程 に設 定す るか が大

切 で あ る。特 に記録 を とる場 合 に評価 の観 点 を具体 的 に しなければ 、適切 に生 徒 の学 習

状況 を とらえる こ とは難 しい と考 える。

2今 後 の課 題

生徒 一 人一 人の 学 習状 況 を と らえ、そ の活 動 を促 進す るた めの指 導の 工夫 を試 み たが 、 さ

らに効 果 的 な机 間 指 導や発 問、少 人数指 導 にお け る習 熟 の程 度 に応 じた 学 習集 団で授 業 を行

う揚合 の授 業 展開 の 工夫や 改 善 を図 る必 要が あ る.
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